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本論文は、「なぜスポーツイベント参加者は、同じイベントに参加し続けるのか？」とい

う疑問を、消費者研究やツーリズム研究で重視される消費者知識の概念を用いて解明するこ

とを目的としている。他の選択肢があるにも関わらず、たとえ遠方であっても毎年同じイベ

ントに足を運ぶ参加者がいるが、その意思決定プロセスに関しては、充分な知見が得られて

いる訳ではない。よってスポーツイベント参加者の消費者知識と意思決定の関係性を明らか

にすることによって、継続性と再参加者の確保を課題とするイベント主催者に対して、マネ

ジメント面での新しい知見を提供することが可能となる。 

本論文では、目的の達成に向けて、研究ⅠとⅡを設定している。研究Ⅰでは、スポーツイ

ベント参加者の精通性知識を「消費場面」である大会精通性と「消費場所」である開催地精

通性の両側面から概念化し、測定尺度の開発を行った。調査対象は、スポーツイベントによ

って地域活性化を目指す地域で開催されたマラソンイベントの参加ランナーであり、予備調

査として、宮城県柴田町で開催された柴田さくらマラソンと宮城県仙台市で開催された仙台

国際ハーフマラソンでアンケート調査を行った。本調査では、福島県二本松市で行われたロ

ードレース参加者を対象とした。分析の結果、２因子６項目の精通性に関する測定尺度の有

用性が確認され、以後の分析に使用することが可能となった。 

研究Ⅱでは、参加者の精通性レベルの高低が、意思決定プロセスにどのような影響を与え

るかを確認するとともに、満足度および行動意図と精通性の関係を調べた。データは、秋田

県男鹿市で実施された日本海メロンマラソンで行ったアンケート調査から抽出した。それぞ

れの分析には、地元参加者を除き、開催地以外から参加している参加者のデータを用いた。 

精通性レベルの高低群の参加状況に関しては、高群が低群に比べて再参加者の割合が有意

に高いことが明らかにされた。また参加動機については、大会精通性と開催地精通性共に高

群の方が低群よりも開催地経験因子の平均値が高く、開催地でのさまざまな経験を求めてい

ることが明らかになった。 

ツーリストの意思決定プロセスにおける情報探索やデスティネーションイメージ評価に



おいても、高群が低群に比べてより多くの情報を探索していることが示され、デスティネー

ションイメージも有意に高い評価を行っていることが明らかとなった。満足度と行動意図に

ついても、精通している参加者ほど大会及び開催地に満足する傾向にあり、大会への再参加

や開催地への再来訪意図も高いことが分かった。満足度と行動意図の関係性に精通性が与え

る影響については、多母集団同時分析を実施し、その結果、高低群のパス係数に有意な差は

見られず、スポーツイベント参加者の精通性は、この２変数間の関係性には影響を与えない

ことが示された。 

本論文では、一般消費者やツーリストにおいて重視される消費者知識の概念を用いてスポ

ーツイベント参加者の意思決定プロセスを検証したが、その結果、精通性は意思決定におい

て重要な判断材料となる情報や、デスティネーションイメージと関係性があり、購買後の意

思決定で重視される満足度や行動意図とも関係性があることが明らかにされた。しかし、ツ

ーリストを対象とした研究（Horng et al., 2012）とは異なり、スポーツイベント参加者の

精通性は満足度と行動意図の関係性には影響を与えないことも明らかにされた。 

なお、本論文の内容に関連する原著論文は下記の通りである。 

 

弓田恵里香、原田宗彦（2015）スポーツイベント参加者のデスティネーションイメージが評

価、満足度、行動意図に及ぼす影響: 参加型スポーツイベントのスポーツツーリストに着目

して. 観光研究, Vol.27（1）:101－113. 

 

本論文では、スポーツイベント参加者の精通性と意思決定の関係性について幾つかの新し

い知見を得ることができた。第一に、参加者はどのスポーツイベントに参加するかを検討す

る際、「消費場面」であるマラソン大会と「消費場所」となる開催地の両側面を認知してい

るが、精通性の高い参加者ほど、情報探索が盛んであることが判明した。よって、主催者や

開催地は、参加者が意思決定するための判断材料となる情報を提供することの重要性が示唆

された。 

第二に本論文では、スポーツイベント参加者特有の精通性と意思決定の関係性が明らかに

された。一般に、レジャーやアウトドアを楽しむスポーツツーリストは、いつ・どこで・何

をするかなど、計画段階から選択肢が多く自由度も高い。しかし、スポーツイベント参加者

の場合、イベントの開催日時や場所や内容は、主催者によってあらかじめ決められており、

必ずしも現地の情報にすべて精通した上で意思決定を行うという状況ではない。またマラソ

ンのように、スポーツ消費特有の感動や達成感という感情的側面が、（知識を含む）認知的

側面よりも強くレース直後の評価に影響する可能性も高い。その一方で、精通性と満足度及

び行動意図の関係性は確認されており、今後調査を実施するタイミングを工夫するなど研究

方法を再検討することで新たな結果が得られる可能性はある。 

このように、精通性と意思決定の関係性において、さらなる検証が必要となるが、本論文

では、これまで未着手だったスポーツ消費者の消費者知識に着目した点と、精通性が情報探

索やデスティネーションイメージ評価、満足度や行動意図と関係性があることを示した点に

おいて高く評価される。 

以上のことをふまえ、本論文が博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十分値するもの

と認める。 

以 上 


